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５．パッシブシステムによる環境調節

パッシブシステム

⇨建物を流れる熱を，特別な機械装置を用いずに，輻射（放射），対流，伝導によって自然に行い，

建物全体の性能によって熱の流れをコントロールすることにより，暖房，冷房の効果を得るシステ

ム。建物全体が，システムの構成部品であり，通常の冷暖房装置のように建物と分離できる独立し

たシステムとはならない。

※ただし，パッシブシステムだけでは限界があり，アクティブシステムとの複合が実際的である。

ハイブリッドシステム＝パッシブシステムに重点をおきながら，その補助としてアクティブシス

テムを用いる。

（１）パッシブシステムの利点

・省エネルギー

・非冷暖房時における居住性の向上

・建物自体の保護

（２）パッシブシステムの評価のためのポイント

・最低限必要とされる居住環境レベルが実現できているか？

・必要に応じてアクティブシステムを稼働させた時のエネルギー消費量はどうか？

（３）パッシブシステムのデザインプロセス

１）地域の気候特性を把握し，コントロールすべき気候要素を明確にする。

日射，外気温，風（風速・風向），周囲の表面温度，地中の温度など

２）気候要素ごとに，コントロールする技法を検討する。

冬：できるだけ多くの熱を取り入れる。できるだけ熱が逃げないようにする。上手に熱

を蓄える。（防寒，採暖）

夏：できるだけ熱の侵入を防ぐ。できるだけ熱が逃げるようにする。上手に蓄冷を行う。

（防暑，採涼）

３）技法間の矛盾を調整し，統合する。

冬の技法と夏の技法の矛盾の調整，同じ目的を持ちながら生じる技法間の調整
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６．伝統的民家における環境調整

表１　暑熱地域における防暑・採涼手法の効果別分類

　防暑・採涼

　手法の例

図１　イランのパッシブクーリングシステム

←図２　熱帯雨林気候における住居
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←図２　熱帯雨林気候における住居

防寒・採暖手法の例

図３　エスキモーの家イグルー

図４　中国の地下住居

図５　韓国のオンドル

図６　秋田県の雪囲い

図７　山形県の風よけ
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